
現
代
の
国
語

5 4

一　
知
ら
な
い
も
の
に
出
会
う 

教
材
一
覧

ぐ
う
ぜ
ん
、う
た
が
う
、読
書
の
ス
ス
メ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

川
上
未
映
子

塩
一
ト
ン
の
読
書

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

須
賀
敦
子

　 〝
こ
の
一
冊
〞を
伝
え
合
お
う

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

読
書
は
対
話
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
若
松
英
輔

話
す
こ
と・聞
く
こ
と

学
び
を
広
げ
る

「
見
え
る
文
化
」／「
見
え
な
い
文
化
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
原
沢
伊
都
夫

あ
り
の
ま
ま
の
世
界
は
見
え
な
い

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

田
中
真
知

コ
イ
ン
は
円
形
か

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

佐
藤
信
夫

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、今
何
が
必
要
か
考
え
よ
う

六　
思
考
の
枠
組
み
を
広
げ
る

学
び
を
広
げ
る

水
の
東
西

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

山
崎
正
和

言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

野
元
菊
雄

日
本
の
お
祭
り
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・　

野
矢
茂
樹

身
近
な
日
本
文
化
を
紹
介
し
よ
う  ﹇
生
徒
作
品
﹈  

折
り
紙

二 　
相
手
の
こ
と
を
考
え
る書

く
こ
と

学
び
を
広
げ
る

人
が
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
し
て
甦
る
未
来  

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
基
本
原
則
 ・・・・・・　

谷
島
貫
太

人
間
に
で
き
て
機
械
に
で
き
な
い
こ
と

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

松
田
雄
馬

調
べ
た
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
み
よ
う

　
　﹇
生
徒
作
品
﹈  

Ａ
Ｉ
は
仕
事
の
未
来
を
変
え
る
の
か

七　
科
学
技
術
と
人
間

学
び
を
広
げ
る

ネ
ッ
ト
が
崩
す
公
私
の
境

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　   
   

　　　　　   
 　

黒
崎
政
男

「
選
べ
る
社
会
」の
難
し
さ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

松
田
美
佐

情
報
と
身
体

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

吉
岡
洋

情
報
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

三　
情
報
社
会
を
生
き
る

学
び
を
広
げ
る

自
然
を
め
ぐ
る
合
意
の
設デ

ザ

計イ
ン

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　　

関
礼
子

マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は

マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
や
っ
て
み
よ
う

　
　﹇
資
料
﹈  

ヒ
グ
マ
と
ど
う
共
生
す
る
か  （「
北
海
道
新
聞
」の
記
事
か
ら
）

八　
マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ベ
ー
ト

話
す
こ
と・聞
く
こ
と

学
び
を
広
げ
る

辞
書
は
生
き
て
い
る

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　   
 飯

間
浩
明

ア
ガ
ル
と
ノ
ボ
ル

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

柴
田
武

オ
リ
ジ
ナ
ル
辞
書
を
作
ろ
う

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈ 

言
葉
の
海
の
航
海 

わ
が
ワ
ー
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　   

   見
坊
豪
紀

四　
言
葉
を
見
つ
め
る

学
び
を
広
げ
る

生
物
と
無
生
物
の
あ
い
だ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

福
岡
伸
一  

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
意
義

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

科
学
技
術
会
議
生
命
倫
理
委
員
会

命
は
誰
の
も
の
な
の
か

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

柳
澤
桂
子

小
論
文
を
書
い
て
み
よ
う

九　
生
命
に
つ
い
て
考
え
る

学
び
を
広
げ
る

大
切
な
会
話
│
ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ
へ
の
招
待

・・・・・・・・・・
ア
ニ
ー
タ・ブ
ラ
ウ
ン
＆
デ
イ
ビ
ッ
ド・ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
／
香
取
一
昭・川
口
大
輔
訳

ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ
を
や
っ
て
み
よ
う

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈ 

問
題
を
発
見
す
る
た
め
の「
寝
返
り
理
論
」  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　   糸
井
重
里

五　
ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ

話
す
こ
と・聞
く
こ
と

学
び
を
広
げ
る

対
談 「
国
際
貢
献
」で
は
な
く「
国
際
協
力
」で
あ
る

 ・・・・・　

緒
方
貞
子・池
上
彰

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈ ガ
ン
ベ
リ
砂
漠
を
目
指
せ
│
│ 

緑
の
大
地
を
作
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
中
村
哲

共
生
社
会
で
求
め
ら
れ
る「
相
対
的
よ
そ
者
」の
視
点

 ・・・・・・・・・・・・・・　

森
千
香
子

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

小
熊
英
二

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
し
よ
う

十　
多
文
化
共
生
社
会
と「
私
」

学
び
を
広
げ
る

資
料
編

読
む
こ
と

読
む
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

書
く
こ
と

書
く
こ
と

・
表
現
の
技
法
①
〜
⑦
・
課
題
文
型
小
論
文
・
意
見
文
を
書
く　

新
聞
投
書
・
原
稿
用
紙
の
使
い
方
・
手
紙
の
書
き
方

・
情
報
の
収
集
と
発
信
・
話
し
合
い
の
方
法
・
表
現
テ
ー
マ
例
集
・
常
用
漢
字
表

緒方貞子さんと池上彰さ
んの対談から中村哲さん
の手記へ、グローバル社
会・国際社会を強く意識
できる単元です。

一般公開もされて話題となっ
た「夏目漱石アンドロイド」な
どをめぐり、人間とロボット、
アンドロイドが“共生”する時
代について考えます。

国語学習の1丁目
1番地である「言
葉」について、真
正面から取り組み
ます。

一年生の新たな
スタートと、新
たな本との“出
会い”がリンク
します。

現国 704

背 9.5mm

05高 内容解説資料




